
            平成 23 年 12 月 22 日 

                              広島市立中島小学校 

                              校長だより 第 8号 

 子どもたちの心に種をまき、水を与え、光を与え、栄養を与え 

あせらず、あわてず、あきらめず、花の咲く日を待ちたいと、 

 この題をつけました。 

｢ゾウと仲良し。それは、誰？｣ 
 

アフリカのサバンナにいる野生のゾウの一番の友達は、何の動物だと思いま 

すか。 

  じつは、キリンなのだそうです。では、なぜゾウとキリンは仲良しなのでし

ょうか。 

  ゾウは大きい耳で遠くのかすかな音も聞き取ります。長い鼻で臭いを嗅ぎ分 

けます。 

  ところが、目は見えにくいのだそうです。 

  一方キリンは、首が長い上によく見える目をもっているので遠くまで見渡す 

ことができます。 

しかし、ゾウのような優れた耳や鼻をもっていないのだそうです。 

  アフリカに住むゾウやキリンは肉を食べる猛獣にとっては食糧です。音・臭 

い・姿をいち早く察知して猛獣から逃げなければいけません。 

  つまり、ゾウとキリンはそれぞれの能力を生かして互いに助け合って生きて 

いるという訳です。 

   

新しい年がもう目の前まで来ています。｢それぞれの能力を生かして互いに助 

け合うことのできる｣そういう友達を一人でも多くもち、迎え来る年をよりよ

いものにして欲しいと思います。 

   では、1 月 10 日、皆さんに会える日を楽しみにしています。 

 

上の文章は、本日 12 月 22 日(木)、学校朝会で子どもたちに話した内容です。 

 ｢それぞれの能力を生かして互いに助け合うことができる｣そういう学級・学

年・学校集団でありたいという思いを込めて話しました。 

      ｢助け合い｣は、｢助け愛｣ 

      来る年を 必ずみんなで よい年に  久松 ひとみ 

いつか花咲く日のために  
 



なかじまっ子の感性から生まれる｢なかじま 五七五｣ 
     今回も、給食を校長室で食べた子どもたちの本音（？）や季節の移り変わ

りなどを感じる五七五をお伝えします。 

    その通りです。一緒に食べましたね。 

     給食を 校長室で 食べました          中岡 志佳 

     同じ気持ちだったのですね。味も同じように感じたのかもしれません。 

 初めての 校長室で 昼ごはん          井内 美姫 

     はじめての 校長室で 昼ごはん         谷口 萌 

     初めての こうちょう室での きゅう食だ     中山 亘 

    自分の教室って、やっぱりいいね。 

教室で 食べる方が 落ちつくな         増井 祥子 

     校長室 いつもより静かな 給食だ        大平 鈴音 

     校長室 きんちょうしながら 給食だ       大塚 玲那 

    どこで食べても、中島小学校の給食は最高ですね。 

給食は どこで食べても 変わらない       濱本 祐光 

    校長室でも、給食を楽しめたんだね。 

初めての 校長室で うまいめし         柴田 紀裕 

     校長室 みんなと食べて おいしいな       白井 優希 

      給食の おいしさ倍増 校長室          吉岡 武流 

     おいしいな いつもとちがう 感覚か       河野 悠斗 

     先生と ごはんを食べて うれしいな       谷角 美空 

    そうでした。本当においしかったね。 

     おいしいな みそおでんだよ むぎごはん     奥原 翼 

     みそおでん しるがしみこみ おいしいな     原田 彩花 

     私も心温まる思い出が増えました。 

     なかじまの 思い出一つ 増えました       牧野みなみ 

    季節の移り変わりを感じます。 

     あきおわり ふゆがどんどん やってくる     實川 優絵 

     こうようの 葉っぱがゆらゆら おどってる    雨田 怜奈 

     おちばはね そうじがたいへん がんばるぞ    久保田楽人 

     大きな木 はっぱがひらひら まいおちる     中常 彰人 

     冬になり 雪がちらちら まい下りる       福本 彩乃 

     パワーがね なくなる冬でも 元気だぞ      石橋 美央 

    もうすぐだよ。お楽しみに。 

     クリスマス クリスマスツリー かざるんだ    高安 隼登 

    ｢マナーアップ中島｣での一コマ。 

     ｢ただいまー｣に ｢お帰りなさい｣と 笑みこぼれ  詠み人知らず 


